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高精度放射線治療がスタート。
乳がん治療の
理想的な環境が整った。
乳腺外科特集
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ご自由に
お持ちください

公立西知多総合病院の広報誌
「TORCH／トーチ」が誕生しました。
東海市の〈とう〉、知多市の〈ち〉を合わせて
名付けました。トーチとは松明を意味し〈闇を
照らす〉〈世を照らす〉ことを象徴する言葉で
もあります。地域医療を明るく照らす存在
であろうという当院の決意を込めまし
た。新しい広報活動にご期待く

ださい。

院長メッセージ

中日新聞リンクト vol.33 タイアップ

高精度放射線治療がスタート。
乳がん治療の
理想的な環境が整った。

S P E C I A L  R E P O R T

　

乳
が
ん
は
、女
性
が
か
か
る
が
ん
の
な
か
で
も

ト
ッ
プ
に
位
置
づ
く
。そ
の
一
方
で
、乳
が
ん
検
診

が
普
及
し
、早
期
発
見
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
は
増
え

て
き
た
。「
し
こ
り
を
自
分
で
見
つ
け
た
ケ
ー
ス
よ

り
、検
診
で
見
つ
か
る
方
が
、腫
瘤
が
小
さ
い
段

階
で
見
つ
か
り
ま
す
ね
」。そ
う
言
う
の
は
乳
腺

外
科 

部
長
の
伊
東
悠
子
医
師（
乳
腺
認
定
医
）

で
あ
る
。「
だ
か
ら
こ
そ
、乳
が
ん
検
診
を
受
け
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
痛
い
か
ら
、

ま
た
、恥
ず
か
し
い
か
ら
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。当
院
に
は
、放
射
線
科
も
臨
床
検
査
科

も
女
性
技
師
が
中
心
と
な
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

東
海
市
・
知
多
市
に
は
、住
民
健
診
と
し
て
乳

が
ん
検
診
も
あ
り
ま
す
か
ら
、ぜ
ひ
と
も
受
診
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」。

　

乳
が
ん
検
診
の
後
、精
査
と
な
っ
た
場
合
、乳

腺
外
科
で
は
、最
高
ス
ペ
ッ
ク
の
検
査
機
器
、検

査
体
制
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、迅
速
に
実
施
す
る
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
も
う
一
度
行
い
、さ
ら
に
は
ト

●
乳
腺
外
科
の
強
み
を
聞
く
と
、小
川

は「
緊
急
時
へ
の
迅
速
対
応
」だ
と
言
う
。

「
例
え
ば
、抗
が
ん
剤
治
療
中
で
、少
し
熱

が
出
た
と
き
。ま
た
、骨
転
移
に
よ
る
四
肢

病
的
骨
折
、脊
髄
麻
痺
、強
い
痛
み
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
症
状
に
は
す
ぐ
に
対
応
し

ま
す
」。そ
こ
で
は
看
護
師
の
力
も
大
き
い

と
小
川
は
言
う
。「
当
院
に
は
、が
ん
、乳

が
ん
に
関
わ
る
看
護
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
多

数
い
て
、電
話
対
応
も
行
い
ま
す
。地
域
の

方
が
困
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
対
応
す
る
。そ

れ
は
市
中
病
院
の
使
命
と
考
え
ま
す
」。

C O L U M Nモ
シ
ン
セ
シ
ス
、乳
腺
エ
コ
ー
、必
要
に
応
じ
て
細

胞
診
、組
織
診
、M
R
I
検
査
な
ど
を
行
う
。な

か
で
も
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
は
、多
方
向
か
ら
の
X

線
照
射
に
よ
り
１
㎜
厚
の
３
D
断
層
画
像
を
得

る
技
術
。こ
れ
に
対
応
す
る
最
新
鋭
の
乳
房
撮

影
装
置
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。精
査
は
、原
則
、一

日
の
う
ち
に
実
施
し
、次
の
受
診
時
に
結
果
を

説
明
。診
療
所
か
ら
の
紹
介
の
場
合
は
、診
療
所

の
先
生
宛
に
も
情
報
共
有
を
迅
速
に
行
う
。

　

乳
腺
外
科
の
今
後
に
つ
い
て
、小
川
は
こ
う

語
っ
た
。「
院
内
で
は〈
多
職
種
連
携
〉に
よ
り
、

乳
が
ん
診
療
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
は
、〈
多
職

種
連
携
〉を
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。す
な
わ
ち
、乳
が
ん
の
地
域
連
携
パ
ス
の
確

立
に
力
を
注
ぎ
、地
域
の
診
療
所
、訪
問
看
護
な

ど
の
方
々
と
チ
ー
ム
構
築
に
繋
げ
て
い
く
。そ
う

あ
っ
て
こ
そ
、こ
の
地
域
で
乳
が
ん
治
療
が
完
結

で
き
る
と
思
い
ま
す
。医
療
は
精
神
的
に
も
生
活

面
で
も
、苦
痛
を
少
な
く
す
る
の
が
基
本
。早
期

発
見
や
継
続
治
療
の
た
め
に
、〈
地
域
で
チ
ー
ム
〉

結
成
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
」。

　

乳
が
ん
の
治
療
は
、手
術
療
法
、放
射
線
治

療
、化
学
療
法
、内
分
泌
療
法
の
組
み
合
わ
せ
と

な
る
。そ
の
な
か
で「
充
実
し
た
放
射
線
治
療
施

設
が
あ
る
か
な
い
か
は
、重
要
な
問
題
で
す
」と

言
う
の
は
、公
立
西
知
多
総
合
病
院 

乳
腺
外
科 

部
長
の
小
川
明
男
医
師（
乳
腺
指
導
医
、乳
腺

専
門
医
、乳
癌
認
定
医
）で
あ
る
。

　
「
乳
が
ん
治
療
の
多
く
は
手
術
か
ら
始
ま
り

ま
す
が
、そ
の
と
き
温
存
術（
乳
房
を
全
摘
出
せ

ず
、部
分
的
に
切
除
す
る
）と
な
る
患
者
さ
ん
が

６
割
〜
７
割
い
ま
す
。温
存
術
で
は
、術
後
に
残

存
乳
房
に
放
射
線
照
射
を
行
う
こ
と
で
、こ
れ

が
切
除
と
同
等
の
治
療
と
な
り
ま
す
。ま
た
、乳

房
を
全
摘
出
し
た
と
し
て
も
、進
行
例
で
は
胸

壁
全
体（
手
術
を
し
た
胸
の
範
囲
、首
の
つ
け
根

で
鎖
骨
の
上
の
部
分
）に
照
射
を
行
う
。つ
ま
り
、

乳
が
ん
手
術
に
は
、放
射
線
治
療
が
必
須
な
ん
で

す
」。

　

そ
の
放
射
線
治
療
に
お
い
て
、同
院
は
平
成

31
年
４
月
、最
新
放
射
線
治
療
装
置
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー・
ラ
デ
ィ
ザ
ク
ト
を
導
入
し
た
。こ
の
装
置

は
、が
ん
の
形
や
大
き
さ
、場
所
に
合
わ
せ
て
、

が
ん
病
巣
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
照
射
す
る
、低
侵

襲
の
高
精
度
放
射
線
治
療
が
可
能
。知
多
半
島

で
は
同
院
に
し
か
な
い
装
置
で
あ
る
。小
川
は
言

う
。「
手
術
法
も
抗
が
ん
剤
も
め
ざ
ま
し
い
進
歩

を
遂
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
高
精
度
の
放
射
線

治
療
装
置
が
導
入
さ
れ
、集
学
的
治
療
に
必
要

乳がん専門の医師が３名。院内外のチーム医療を
見つめ、早期発見と理想の集学的治療に挑む。

な
ピ
ー
ス
が
揃
っ
た
こ
と
で
、当
院
に
お
け
る
乳

が
ん
治
療
の
選
択
肢
と
幅
が
一
段
と
広
が
り
ま

し
た
」。

　

診
療
に
は
患
者
ご
と
に
主
治
医
が
つ
く
の
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、野
尻 

基
医
師（
外
科
専
門
医
）

は「
乳
腺
外
科
は
個
人
プ
レ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
う
。「
治
療
方
針
一
つ
と
っ
て
も
、手
術
・
放

射
線
・
抗
が
ん
剤
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
、

こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か

ら
こ
そ
乳
が
ん
専
門
の
医
師
３
人
が
意
見
を
出

し
合
い
、そ
の
患
者
さ
ん
に
本
当
に
ふ
さ
わ
し
い

治
療
を
追
求
し
て
い
ま
す
。ま
た
、が
ん
診
療
の

経
験
豊
富
な
他
科
の
医
師
、多
職
種（
看
護
師
、

放
射
線
技
師
、薬
剤
師
な
ど
）が
加
わ
っ
た
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
も
、目
的
ご
と
に
週
に
３
回
ほ
ど
実

施
。新
し
い
環
境
が
整
っ
た
な
か
で
、さ
ま
ざ
ま
な

専
門
家
と
と
も
に
、一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
を

見
つ
め
た
治
療
提
供
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
」。

治
療
の
選
択
肢
を
大
き
く
広
げ
る
、

知
多
半
島
で
唯
一
の
ラ
デ
ィ
ザ
ク
ト
。
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地
域
連
携
パ
ス
に
基
づ
き
、

地
域
の
チ
ー
ム
結
成
を
見
つ
め
て
。
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B A C K  S T A G E

●同院が、知多半島で初めて高
精度放射線治療に対応可能なト
モセラピーを導入した際、院長の
浅野昌彦医師はこう言った。「最
新治療を知多半島全体の医療
資源として役立てたい」。そこに
は、自院だけではなく、地域全体の
がん診療の高度化を願う気持ち
がある。また、高齢化に伴いがん
にかかる人が増えた今日、安定的
な継続ケアを進める上で、病院と
診療所との連携は不可欠。乳腺
外科がこれから力を注ぎたいとす
る地域連携パスもまた、地域全体
でのがん診療には必要である。
●地域全体で、いかにがん診療
の仕組みを作るか。それは知多
半島だけの問題ではなく、どこの
医療圏でも重要課題。医療機関
には、広く地域全体を見つめる目
が期待される。

地域のなかで、がん診療が
完結する仕組みを作る。

乳腺外科特集

トーチがんサロン「さくらサロン」を開催しています。

認定看護師による「看護相談」をご存じですか！

第10回 西ちたオープンセミナーのご案内

　当院では、令和元年より、がんサロン「さくらサロン」を月１回開催し

ています。これは、がん患者さんとご家族が、がんを知り、がんと向き合

う場と、患者さん・ご家族同士の交流の場。悩みや体験を語り合うこ

とを通して、がんと折り合いをつけながら、地域社会で暮らすための支

援を行っています。毎回、参加者の自己紹介、ミニ講座、交流を中心

に構成。当院からはがん治療、サポートに関わる医師、看護師をはじ

めとする多職種が参加し、皆さんの悩みをお伺いするとともに、がん

治療を理解いただくためのお話などをしています。在宅療養中のがん

患者さん、ご家族の皆さんのご参加をお待ちしています。

　病気や治療、生活について悩みがあるけど、家族には言い難いし、

担当医の先生にこんなこと聞いていいかしら…。そんな思いをお持ち

の方は、どうぞ「看護相談」をご利用ください。９分野の認定看護師が

皆さんのご相談をお受けします。受付窓口は、患者サポートセンター。

右記の担当表をご確認の上、前日までにご予約ください。なお、当日

の相談も状況に応じて可能です。当日は相談窓口で番号札をお取り

ください。

1週

4週

　第10回目の節目を迎える西ちたオープンセミナーのテーマは「高

齢者の皮膚を守ろう」。高齢になると皮膚の表皮が薄くなり、乾燥し

やすくなります。そのような脆弱な皮膚は、わずかな摩擦やずれで裂

けたり破れたりしてしまいます。これをスキンテア（皮膚裂傷）と言いま

す。車椅子への移乗や入浴介助などわずかな力が加わっただけでも、

スキンテアを起こすリスクがあります。今回は高齢者の皮膚を守る方

法や工夫を、認定看護師、作業療法士からご紹介します。合わせて

予防のための福祉用具のご紹介もあります。ぜひご参加ください。

新型コロナウイルスの影響による開催判断について
新型コロナウイルスの感染状況によっては、セミナーの開催を延期または中止する可能
性がございます。最新情報は病院ホームページ、院内掲示などでお知らせいたします。

〒477-8522 愛知県東海市中ノ池三丁目1番地の1
TEL 0562-33-5500　http://www.nishichita-hp.aichi.jp
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患者
サロンルーム場所最新情報は随時ホームペー

ジにてご案内いたします。
日時・
テーマ

患者サロンルーム受付  TEL 0562-33-5500（代）
お申し込み・お問い合わせ

１階売店前場所

高齢者の皮膚を守ろうテーマ
令和2年4月15日（水）午後6時30分〜8時日 時
公立西知多総合病院 ２F  講堂場 所

講 演

午前９時〜12時相談時間看護相談

患者サポートセンター  TEL 0562-33-5500（代）
お申し込み・お問い合わせ

公立西知多総合病院 患者サポートセンター
TEL 0562-33-5500（代）

お問い合わせ

月
慢性呼吸器
疾患看護

脳卒中
リハビリテーション

水
手術看護

2週
3週

木
皮膚・

排泄ケア

手術看護

金
がん化学療法

摂食・嚥下障害
緩和ケア

火
乳がん

認知症

月号

3
月号

さくらサロン

午後6時30分〜

午後6時35分〜

午後6時45分〜

午後7時30分〜

挨拶
オープニング
皮膚科部長 井上智子
スキンテアの予防
皮膚・排泄ケア認定看護師 伊藤裕子
移乗時のポイント
作業療法士 鈴木一成
スキンテアを予防する福祉用具
八神ホームヘルスセンター
ディスカッション

ぜひ
ご利用ください。

私
た
ち
看
護
師
が

ご
案
内
し
ま
す
！
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